
国際ロータリー第２６３０地区 岐阜県 濃飛グループ 

高山西ロータリークラブ 創立１９６６年１月１５日 

例会報告  

 

  

            

 

  
 
２０２４－２０２５年度  

    高山西ロータリークラブ  テーマ  

 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   米澤 久二 

●例会場 高山市花里町 3-33-3  TEL  34-3988   ●幹 事    田中 晶洋 

       大垣共立銀行高山支店 ４Ｆ     ●会報委員長    阪下 六代 

「 ズキズキ ワクワク 」しましょう 

第２７６２回例会  

令和６年１１月２２日 

社会奉仕委員会 

２０２４－２０２５年度 

ＲＩテーマ 

 
11月9日のIMお疲れ様でした。

高山西RC の当日の参加は31 名でＲ

Ｃの団結力の強さに感激しました。 
他クラブのロータリアンからもす

ばらしいIMだとお褒めの言葉をいた

だきました。とりわけ懇親会は岡田

AGの方針で他クラブのロータリア

ンと話す機会を作ろう、と言うこと

でテーブル席を他クラブのロータリアンと相席にするなど、い

ろんな工夫をしていただきました。 
RCの柱は親睦と奉仕と言われますが、まさにその柱の一つで

ある親睦をIMで深めることができたと、思います。 
親睦については四つのテストの中に「好意と友情を深めるか」

があります。 
このテストの「好意」に注目しますと、‘ＧＯＯＤＷＩLL’と言う単

語が「好意」と表現されています。‘ＧＯＯＤＷＩLL’は単なる好意と

か善意を表す言葉ではなく、商売上の信用とか店の暖簾を表すとも解

釈できます。もっと意味を広げて 
考える必要があると思います。 
四つのテストを自己の心の中に落とすには丁寧に自分なりの解

釈を考えてみる事が大切だと思います。 
THE FOUR-WAY TEST 

Of the things we think, say or do 
1. Is it the TRUTH? 
2. Is it FAIR to all concerned? 
3. Will it build GOODWILL and BETTER FRIENDSHIPS? 
4 .Will it be BENEFICIAL to all concerned? 

４つのテスト 
言行はこれに照らしてから 
 １、真実かどうか 
 ２、みんなに公平か 
 ３、好意と友情を深めるか 

 ４、みんなのためになるかどうか  
 
 

＜幹事報告＞ 
◎高山市スポーツ少年団より 
 ・令和6年度高山市スポーツ少年団大会 
 ご臨席のお願い 

日 時   12月1日（日） 
 13：00より   

     会 場   飛騨高山ビックアリーナ  
◎オクトンより 
・歯車に青色のある襟章販売終了のお知らせ  

… 国際ロータリーからの通達により10月で終了 
 ※今後販売は一色(金or銀)のみ（着用規制はなく継続着用可）  

◎岐阜県環境生活部人権施策推進課長より 
・令和６年度人権週間啓発ポスターについて 

＜例会変更＞ 
美濃加茂 … 12月 6日（金）は、ＩＡグループ協議会のため、 

1日（日）3：00～ タウンホールとみか に 変更 
12月20日金）は、親睦家族クリスマス例会のため、 

21日（土 18：30～ に 変更 
12月27日（金）は、定款により休会 

可  児  … 12月  5日（木）は、年次総会のため、 
18：30～  鈴川 に変更 

12月19日（木）は、クリスマス例会のため、 
18：30～グリーンキャメロット に 変更 

12月26日（木）は、定款により 休会 
＜受贈誌＞ 
会報（高山ＲＣ、高山中央ＲＣ、下呂ＲＣ）、米山記念奨学会 
(ハイライトよねやまvol296)、岐阜県環境生活部人権施策推進 
課長(人権だよりNo99)、台北市松年福祉會（玉蘭荘だより 
184号） 

 
 
 

 
 
 

 

社会奉仕委員会 
委員長  堀 幸一郎  
今期の社会奉仕委員会の担当例会テーマ

は【引きこもりについて考える】です。

第1回目は岐阜県高山市立宮中学校長 

大坪 稔 様による卓話、学びの多様化教

室「にじ色」の取り組みについてです。 

高山市立宮中学校長 大坪 稔 様 

学びの多様化教室『にじ色』の取り組み ～゛進化゛を求めて～ 

出 席 Make-Up 出席者数 会員数 出 席 率 

２７名 － ２７名 ３６名 ７９．４１％ 

＜本日のプログラム＞ 

＜出席報告＞ 
 
 
 

＜会長の時間＞ 
 
 
 



例 会 報 告   

２０２４－２０２５年度  

高山西ロータリークラブ  テーマ 「 ズキズキ ワクワク 」しましょう 
 

 
昨今、ひきこもりや不登校は社会全体の重要な課題として注目さ

れています。現在、日本全国の不登校生徒数は約34万人に達して

おり、その背景には多様な要因が存在します。家庭環境や経済的な

事情、精神的な問題が複雑に絡み合い、一概に解決策を提示するこ

とが難しい状況です。 
岐阜県でも不登校は増加傾向にあり、特に小学生の不登校が目立

っています。かつては「登校拒否」と呼ばれていましたが、1999
年に「不登校」という用語が導入され、行きたいけれど行けない子

供たちも含む広義の概念となりました。不登校の段階は「前兆期」

「進行期」「混乱期」「回復期」の4つに分類され、それぞれに適し

た支援が求められています。 
 
１．「にじ色」教室とは 
『不登校は多様性の一つ』であるという考え方のもと、岐阜県高山

市に設置された不登校生徒の「回復期」を支援するための先進的な

施設です。東海北陸地方で初めての文教室型支援施設であり、2024
年4月に開校しました。以下はその具体的な取り組み内容です。 
① 多様な学びの提供 
・生徒が興味を持てるテーマを中心にした授業を行い、個別対応 
を強化。 

・３つの独自教科。 
自分らしさを見つめ、自分らしさを考える  [プレジャー] 
豊かな体験がエネルギーとなる   [ボイジャー] 
得意なことや興味・関心があることを伸ばす [ゼミ] 

② 自律性を重視した環境 
・生徒が「登校する」「休む」などを自ら決定し、やらされ感を 
排除。 

・制服やチャイムを廃止し、個々の個性や自由を尊重する方針を 
徹底。 

③ 地域との連携 
・育てた野菜を協力し地元直売所で販売することでチームワーク 
を学び、地域の方と直接交流する機会を提供。保護者からは「自 
宅では孤立していた子供が積極的に外で活動している姿に感動 
した」という声が寄せられている。 

・元校長の川釣りや地域の方の楽器演奏指導など、ボランティア 
活動が、生徒たちの自信を取り戻す活動を支えている。これら 
の活動は生徒たちが他者と交流を深める貴重な場となってい 
る。 
 

２．「にじ色」教室の成果と課題 
にじ色教室の取り組みを通じて、多くの生徒が学校生活への復帰

や社会参加の第一歩を踏み出しました。例えば、以前は一歩も外に

出られなかった生徒が、自転車で学校に通学するなど、目覚ましい

進歩を見せる事例もあります。また、農業活動や職業体験を通じて、

生徒たちは自己肯定感を高めています。 
 
一方、以下の課題が指摘されています。 
・教職員の負担: 少人数で個別対応が必要なため、職員の業務量 
が増加。 

・進路支援の難しさ: 高校進学後の継続的な支援体制が必要。 
 
３．お願い 
卓話では、不登校やひきこもりを多様性の一つとして捉え、地域

社会が理解者として支援する重要性が強調されました。ロータリー

会員には、不登校の現状や、「にじ色」教室の取り組みを広めるこ

とで、地域全体で支える文化を育むようお願いされました。 
（文責：社会奉仕委員長 堀 幸一郎） 

 

 
 

＜ニコニコボックス＞ 
●米澤 久二さん、田中 晶洋さん 

先日のＩＭでは31名と大勢のご参加と設営ありがとうございまし

た。大成功のＩＭであったと思います。また本日は宮中学校長の大

坪 稔 先生に卓話をお願いしております。どうぞ宜しくお願い致し

ます。 
●岡田 贊三さん 
先日のＩＭは大好評で終わることが出来ました。皆さんの御協力に 
感謝いたします。 
●熊谷 高志さん 
先日のＩＭ、初めて参加させて頂きました。大変盛況の会で、他ク 
ラブの方々とも交流でき、とても有意義で楽しい会でした。皆様あ 
りがとうございました。 
●堀 幸一郎さん 
本日、大坪先生におかれましてはお忙しい中お越し頂き誠に有難う

ございます。当クラブ社会奉仕委員会の今年のテーマは｢ひきこも

りについて考える｣です。社会問題にもなっている非常に難しいテ

ーマで3回の卓話を通して考えていきます。第1回目は学びの多様

化教室「にじ色」の取り組みについて大坪先生に卓話頂きます。私

自身先日の「にじ色教室」出前講座で大変貴重な体験をさせて頂き

ました。本日は「にじ色」の取り組みについて勉強させてください。

よろしくお願いします。 
●挾土 貞吉さん 
大坪稔先生のご来訪を歓迎いたします。その節はありがとうござい 
ました。 
●垣内 秀文さん 
宮中学校校長 大坪稔さまの来訪を心より熱烈大歓迎いたします。 
大坪校長先生はお若い頃から熱血で正義の味方の様な方で、使命感 
や責任感、教育的愛情、教科の専門知識、実践的指導力、総合的人 
間力、コミュニケーション能力等々、まだまだ言い足らないですが 
素晴らしい教員でした…と過去形になってしまいましたが、今でも 
若い教員の心の支えとなり幅広くご活躍の事とお聞きしておりま 
す。先生とは、もう40年以上前の話ですが、あの垣内征雄御大の 
下、中山中学校バスケットボール部黄金時代の先輩後輩の仲で、今 
でも公私共に大変お世話になっております。また20年以上前です 
が、中山中赴任時には、息子と娘併せて3人が手取り足取り、丁寧 
に優しくご指導頂きありがとうございました。更に長男には卒業し 
てからでも、高校で問題がある度に手厚く面倒を見て頂きました。 
「いつか笑って話せる時が来ますよ」と先生の言葉にどれだけ勇気 
付けられたことか、今でも鮮明に覚えております。確かその際には 
先生、長男、私と3人バリカンで丸坊主にしましたよね、大変申し 
訳なくも良い思い出となっております…とまだまだ言い足らない 
のですが、本日の卓話大変楽しみにしていました。どうぞよろしく 
お願いします。 
●門前 庄次郎さん、杉山 和宏さん 
お知らせが遅くなりました。今月いっぱい次年度の理事役員候補者 
名簿を貼らせて頂いております。じっくり見て頂いて12月6日の 
総会に承認頂ければ、次年度の準備に入りたいと思います。宜しく 
お願いします。大 
●鴻野 幸泰さん 
11月3日に次女の結婚式で博多に行って来ました。これで子供達 
みんな片付きました。ニコニコしてニコニコヘ。 
●田近 毅さん、内田 幸洋さん、古橋 直彦さん、田中 武さん、 
  堺 和信さん、下屋 勝比古さん、田邊 淳さん、榎坂 純一さん、 
佐藤 貴史さん 

『祝、大谷翔平ＭＶＰ！』大谷翔平が、満票で3度目のＭＶＰを受

賞しました。しかも指名打者の選手が受賞するのも、リーグをまた

ぎ2年連続で受賞するのも史上初の快挙となりました。54本塁打

（1位）、130打点（1位）、打率0.31、197安打、59盗塁、史上初

50-50達成、ワールドシリーズ優勝。メジャー史上に残るとにかく

すごい日本人です。来年の活躍も期待します。 
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